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小型電子ファイリングシステム"HITFILEWN”"HITFILEWN''は,ダウンサイジング化 オープン化のニーズにこたえ,

またパーソナルコンピュータや光ディスクファイルになる小型電子ファイリングシステムである｡

電十ファイリングシステムは人容量記憶媒体であ

る光ディスクを使別し,オフィスにあふれる多量の

-.1ミニ類をコピー感覚で人力･蓄積･管理するものであ

る｡情事馴ヒ社会が進むに従って,オフィスでの書類

の管f削ま重安なriり題となり,竜一‾7∴ファイリングシス

テムの需一要はますます増加している｡

一方,現在のオフィスにはさまざまなOA機器が

導人されておi),これらの機器はデスクトップから

ラップトップへ,さらにノートタイプへと著しくダ

ウンサイジング化してきている｡また,各装置のオ

ープン化によって多数の装置が相二/山こ接続され,さ

まざまな計算機資源を共有することにより,高度な

処坪を低コストで実現している｡

電イーファイリングシステムでも,これらダウンサ

イジング化やオープン化の要求がますます強くなっ

ている｡このようなニーズにこたえていくためには

低コストで特殊な専用ハードウェアを使用しない電

‾f一ファイリングシステムの実現が必須(す)である｡

このため,従来のハードウェア処理に代わってソフ

トウェア処理による高速･高画質画像処理技術を開

発した｡

*l川二製作仰ストレージシステム小一紫郎 **l=/二鮒1-リ叶システム開獅咋究巾
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n はじめに

オフィスでの情報の増加と多様化により,さまざまな

内容の情報を統一的かつ多量に管理するシステムが望ま

れている｡電子ファイリングシステムは,紙によって管

理されていたオフィス文書をスキャナ装置によって電気

的な画像データへ変換して,多量にファイリングするも

のである｡電子ファイリングシステムの基本的な操作は,

コピー機やファクシミリ装置と同様に,書類をスキャナ

装置へセットするだけで非常に簡単である｡さらに,こ

のシステムは文字,図形,写真などのあらゆる書類(文書)

を画像データに統一して管理できる｡

電子ファイリングシステムは約10年前に製品化され

た｡当初は光ディスクの大容量を生かすため,直径12イ

ンチの人型光ディスクで1,000万円以_Lの高価な装置の

ため,主に工場での図面管理に使用されていた1)｡これに

対して現在の電子ファイリングシステムは,直径5イン

チの光ディスクで500万円程度の装置となったため,一般

オフィスでの省力化,省スペース化の手段として注目を

集めている2)｡

しかし,技術の進歩が著しい現在では他のOA機器と

同様に,さらにダウンサイジングの要求が強く,また,

オフィスにはすでにパーソナルコンピュータ(以下,パソ

コンと略す｡)やワークステーションが普及してきてお

り,強力なネットワーク化によってCSS(Client Server

System)を形成してきている｡これらの既存資掘を生か

し,業務の効率IらI上を図るため,電子ファイリングシス

テムもオープンなネットワーク環境に接続できるように

金融,証券,保険業7%
その他

14%

官公庁,自治体,

各種団体

10%

サービス

流通業

26%

製造業

43%

との要求も強くなってきている｡

このようなダウンサイジング化,オープン化への要求

にこたえるため,新しい小型電子ファイリングシステム

を開発した｡

ここでは,上記ユーザーニーズに対応する新しい小型

電子ファイリングシステムの開発思想,システム構成お

よび電子ファイリングシステムの操作性を向上するため

に開発した新技術について述べる｡

田 開発思想と特長

従来,電子ファイリングシステムを使用している業種

は製造業が中心であるが,サービス流通,官公庁,自治

体などでの使用も年々増加してきており,現在では図1

(a)に示すように製造業以外の利用が増加し,半分以上を

占めるようになっている｡また,人力する書類の内容も

従来の図面から現在では同図(b)に示すように一般社内文

書,資料,新聞,雑誌などへと多種多様になってきてい

る｡このような状況により,電子ファイリングシステム

の利用形態は従来の工場図面保管の省スペース化から一

般オフィスでの業務の合理化へと着実に移行してきてい

ることがわかる｡

一方,OA機器としても他のシステムのネットワーク

化,低価格･小型化が進んでおり,電子ファイリングシ

ステムに求められる要件が,従来専用装置として求めら

れてきたものとは変化してきている｡これらのニーズに

対応するため,以下の特長を持つ新小型電子ファイリン

グシステムを開発した｡

(1)オープン化

各種仕様書4%

契約書4%

特許情報5%

新聞,雑誌5%-

その他

11%

技術,

保守資料

16%

図 面

28%

一般社内文書
27%

(a) (b)

出典:平成5年 社団法人日本事務機械工業会調べ

図l電子ファイルの業種別利用率(a)と文書別利用率(b) 業種別では,製造業以外の利用が増加し,半分以上を占めるまでに至った｡

文書別では,図面,一般社内文書など多種多様な文書で利用されるようになった｡
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近年,パソコンの世界ではオペレーティングシステム

(OS)としてWindows削)が一般化してきた｡ネットワー

クソフトとしてもLAN Manager※2)やNetWare※3)が普

及してきている｡このような標準的なOSの使用は,マウ

スやウインドウ操作などを含めたユーザーインタフェー

スの統一を図ることができる｡また,普及ネットワーク

ソフトの使用も,CSS環境下でさまざまなOA機器とネ

ットワーク接続するために必要な事項である｡そのた

め,小型電子ファイリングシステムはWindowsとLAN

Managerを採用することとした｡

(2)低価格化

画像データ量はワードプロセッサなどのコードデータ

量の約250倍と非常に多い｡この多量の画像データを高速

に処理する必要があり,従来電子ファイリングシステム

では,多くの専用ハードウェアで構成していた｡このよ

うに汎(はん)用ハードウェア上のソフトウェア処理で

は,実用的な処理速度を得ることが困難と,従来考えら

れてきた｡

今回,画像データの表現方法を変換し,データ量を減

らすことによって,汎用ハードウェア_Lのソフトウエア

処理でも実用的な処理速度の得られる新酎象処理技術を

開発した｡これによ-),低価格化が実現できた｡

(3)画質の向上

電子ファイリングシステムに記憶した書類を利用する

場合,ユーザーは書類の内容を確認するためにディスプ

レイへ表示する｡このとき,入力した解像度よりもディ

スプレイの解像度が低いので轟宿小しなければならない｡

しかし,縮小後の表示画像の画質が悪いと,拡大表示と

画面スクロールなどが必要となり,作業時間の増大につ

ながる｡

そのため,電子ファイリングシステムで最も要求が高

い,文字や線画の読みやすさという観点から,細い黒線

を保存して縮小表示の画質を向上する新画像処理技術を

開発した｡これにより,通常の低解像度ディスプレイが

使用可能となり,システム全体の価格の低減も図ること

ができる｡また,高解像度ディスプレイを使用すれば,

※1)Wi11dowsは,米田MicrosoftCorp.の商標である｡

※2)LANManagerは,米田MicrosoftCorp.の商品名称で

ある｡

※3)NetWareは,･米同でのNovell,Inc.の商標である｡

画面一面に複数枚の書類を表示でき,書類の内容比較な

どの操作性向-_Lにも有効である｡

田 システムの概要

3.1システム構成

小型電子ファイリングシステム構成を図2に示す｡小

型電子ファイリングシステムは装置単体のスタンドアロ

ンで運用できるほかに,CSS環境下でさまざまな機器と

接続して,分散処理と画像データサービスを提供できる｡

LANでは他の電子ファイリングシステムと接続し,各

ステーションで管理している書類や画面の画像データを

共有して活用できる｡特に光ディスクファイルシステム

HITFILE6500をサーバとし,大容量光ディスクライブ

ラリ装置や図3には明記していない大型プリンタ･サー

バなどを多数の小型電子ファイリングシステムと組み合

わせて効率よく共用できる｡さらに,分散処理の一環と

して小型電子ファイリングシステム単体では管理できな

いAOサイズやAlサイズの大型両面もサーバと接続する

ことにより,表示や印刷が可能になる｡

また,このシステムは電子ファイリングシステムでク

ローズしたアプリケーションだけでなく,電子ファイリ

ングシステムで検索した画像データを,クリップボード

経由で他のアプリケーション(ワードプロセッサなど)へ

はり付けることができる｡

3.2 ハードウェア･ソフトウェア構成

小型ファイリングシステムのハードウェア･ソフトウ

ェア構成を図3に示す｡

(1)アプリケーションソフトウェア

Windows_Lのアプリケーションソフトウェアは,流通

ソフトウェア群と電子ファイリング用ソフトウェアに大

別できる｡流通ソフトウェア群はWindows上で動作する

小坂ソフトウェアであり,ワードプロセッサや表計算ソ

フトウェアなどがある｡このような流通ソフトウェアが

劫作することによl),同一の装置を電子ファイリング以

外に利用できるだけでなく,電子ファイリングシステム

で検索した画像データに対して流通ソフトウェアで作成

した文吉へのはり付けや内像編集を実現できる｡

電子ファイリング用ソフトウェアは,標準電子ファイ

ル用プログラムと電子ファイル利用ユーザープログラ

ム,ミドルソフト,および高速画像処理ソフトで構成し

ている｡ミドルソフトはキャビネット,ファイル,文書

の3階層で内像データを管理するソフトウェアであり,

スキャナ装置からの剛象人九 光ディスク内の向像デー
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図2 小型電子ファイリングシステム構成 複数の電子ファイリングシステムやパソコン･ワークステーションを結合できるLAN,遠隔地

へ画像を伝送できる公衆回線と有機的に結合して,統合オフィスネットワークを構築できる｡

タの検索機能などをライブラリとしてアプリケーション

プログラムへ提供する｡標準電･‾Fファイルソフトウェア

は従来のHITFILEの機能を実現するものであり,ミド

ルソフトを利別して電子ファイル機能を使倒する際の基

本機能をユーザーに提供する｡一方,電一子ファイル利川

ユーザープログラムは,標準電子ファイルプログラムの

機能だけでは不足なユーザーが,ミドルソフトの機能を

利鞘して開発する独白のアプリケーションプログラムで

ある｡すなわち,左型業務で毎回同じ操作を機械的に繰

り返さなければならないようなアプリケーションでは,

その操作手順をプログラム化したり,業務特有の画像処

理や検索機能をユーザー独白のプログラムと連動して実

現する｡

(2)高速画像処理ソフトウェア

高速画像処理ソフトウェアは,光ディスクへ多量の画

像を記憶するための画像データ最のJl三縮,高精細画像を

ディスプレイへ表ホするための縮小などの処理を行う｡

さらに具体的な機能としては酬象の拡大,縮小,任意角

度の回転,ファクシミリのl土1際標準規格であるMMR

(ModifiedModifiedREAD)方式による画像圧縮復元を

サポートする｡この機能のソフトウェア化がシステム全

体の低価格化に大きな効果があるにもかかわらず,性能

面でソフトウェア化が困難であったが,この間題一郎ま後

述する新技術によって解決した｡
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図3 ハードウェア･ソフトウエア構成 W汁1dowsを中心と

して,電子ファイリング用ソフトウエアはアプリケーションのひと

つと位置づけている｡専用ハードウエアはスキャナ･光ディスクア

ダプタだけであり,柔軟な構成が可能である｡
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(3)人出カデバイスドライバ

Windows上のソフトウェアが,ディスプレイの表示ド

ット数など人山カデバイスの機能を意識することなく動

作するように,人山カデバイスドライバは,各人出力デ

バイスの機能差を吸収するものである｡これにより,パ

ソコン別に豊富に市販されている人出カデバイスを容易

に利川できる｡

竜子ファイリングシステムで最も重要な光ディスクへ

の高速アクセスを実現するため,スキャナ･光ディスク

ドライバは,特殊な什様になっている｡

(4)人山カデバイス

電子ファイリングシステム特有の人出カデバイスとし

ては,スキャナ装置と光ディスク装置を備える｡このス

キャナ装置のオプションとして両面何時入力タイプなど

があり,入力サイズもA5からA3までと耳小)扱う書類に

応じて選択できる｡また,書類に書かれた文字の細かさ

などに応じて1nlm当たり約16ドットまたは約8ドット

の精度で人力できる｡

州象データを蓄積する光ディスクは,3,500枚の書類を

記憶できる記憶容量が128Mバイトの直径3.5インチタ

イプと5‾ノブ4,000枚の書類を記憶できる1.7Gバイトの直

径5インチタイプを書類の管理量に応じて選択できる｡

図3の構成はスタンドアロン助作を主に説桝している

が,LAN接続の場合,プリンタ装置,スキャナ装置,ま

たは光ディスク装置をイく要にできる｡

小当竺竜一了一ファイリングシステムの--iミな仕様を表1に

示す｡

ロ 新技術

4.1画質の向上

オフィスで1r丈り扱うi【三二類の衷ホを考慮すると,書類の

l勺脊としては文`ナによる文一方が多く,文`ナ耐象の画質向

_卜が最も望まれている｡文′ケ:銅像を縮′J､した際の同質劣
化の‾一三な安内としては,線幅の細い一崇線が消滅してしま

うことにある｡このため,イtて率に応じた範閃の原画像デ

ータを参附し,拙い崇線を検出して縮′ト後も崇線が残る

ような処理を取り人れた｡単純な黒ドットの論理和でも

細い崇繰の消滅を防止することができるが,すべての男

繰が太くなってしまうため,文字がつぶれさ川読できなく

なるので,この方式では,細い二法練以外を太くしないこ

ととした｡この縮′ト方式の効果を図4にホす｡

このように拙い黒線を保存して縮小する‾ん法はいくつ

か提案されているが,処理l勺苓が裡雉なために多くの処

表l小型電子ファイリングシステムの主な仕様 業務の

内容に応じてマイクロプロセッサ(CPU)や周辺装置を選択できる｡

項 目 機 能･仕 様

●基本装置

C P U 朋6*SX(25MHz),川86DX(33MHz),i486DX2(66MHz)

メ モ リ 8Mバイト(最大32Mバイト)

光ディスク 3.5インチ･128Mバイト 5インチ･l.7Gバイト

3′500枚(A4標準原稿,約8d/mm)54ノ000枚(A4標準原稿,約8d/mm)

●ディスプレイ装置

タ イ プ 21インチ横型 17インチ横型

解 像 度 1′6DOドット×l′200ドット l′280ドット×し024ドット

●スキャナ装置

タ イ プ A3タイプ 両面タイプ B4タイプ

入力サイズ A5･A4･A3･B5･B4 A5･A4･B5･B4

入力速度 約23枚/min 約24枚/min 約45枚/min

解 像 度 約柑/8d/mm 約8d/mm

階 調 64階調

●プリンタ

タ イ プ A3タイプ A4タイ7b

解 像 度 約16d/mm 約12d/mm

●ソフトウエア

標準ソフト
受信,検索,文書名変更･削除･ファイル作成･更新消去およぴ

キャビネットファイルコピー機能など支援

オプション

画像処理ライブラリイ(圧縮･復元回転･反転,拡大･縮小)

アプリケーション支援(定型業務の登錨)

画像編集(クリップボードヘの画像の切り出し)

注:*i486は米国インテル社の商標である｡

埋時間を必要としていた｡この‾〟式では原画像データの

参照凹数を減らすことにより,実用的な処理性能を達成

した｡

4.2 表示の高速化

ユーザーがクライアントとして電子ファイリングシス

テムを使印する場合に最も気にする性能は,画像の表示

時｢即である｡実際の衣示には,光ディスク内の画像デー

タの検索時間,光ディスクから圧縮された向像データを

読みけ1す時間,斥解された画像データを元に復元する時

間,必安に応じて画像データを縮小する時間,および表

示メモリへ画像データを車云送して,ディスプレイに出ノJ

する時間が合計される｡この巾でさまぎまな条件によっ

て人きくプ一三右される検索時間を除くと,什三縮された画像

データを役ブ己する時間の割合が他の処理時間と比較して

非常に大きい｡したがって,この復元処理時間の短縮が

最も効果的である｡また,復元処理の高速化と同様な方

式で,幅縮処理の高速化を行うことにより,スタンドア

ロンで使庁ける際の画像人力処理時間も短縮できる｡

画像データはそのデータ量が非常に多く,少しでも処
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2,!OA他の現状l)

この上うなオフイえの

日韓としてパーソナルコ

表きれるOA積早か羊入ま

きた,これち札 南門内

兼を千げている｡これを

パーソナルコンビュー

え,?ンビJ-タが便利

れ コンビューータり利用

-タの活用梅田が拡大し

2.2 0A化の現状い

このようなオフィスの

目的としてパーソナル⊃

表されるOA積韓が導入≠

きた｡これらは.部門内

果を挙げている｡ニれを

′モーソナ/レコンビュー

え,コンピュータが便利

れ.コンピュータの利用

-タの活用範囲か拡大し

従来方式 新方式

図4 新縮小方式の画質 ÷倍に縮小した結果を示す｡新方式
では,線の消失が発生していない｡

埋が複雑になると処理時間が膨大なものとなる｡このた

め,文書画像の固有な特徴に着目し,マイクロプロセッ

サの特性を考慮した画像処理方法により,処理すべきデ

ータ量を減少させた｡これにより,図5のように従来の

ハードウェアよりも高速に処理することができる｡また,

ユーザーが業務の内容に応じて他の処理も組み合わせる

ため,さらに処理時間の短縮を望むのであれば,性能の

高いマイクロプロセッサを選択することにより,必要な

性能を容易に得ることができる｡

8 おわりに

小型電子ファイリングシステムは,いち早くユーザー

ニーズに対応し,安価で従来のHITFILEと同等のファ

イル機能を実現した｡さらに,処理分散化によってAnサ

従来のハードウェア

i486SX

25MHz

i486DX

33MHz

i486DX2

66MHz

0 0･2 0･4 時間(s)

図5 圧縮画像の復元処王里時間 ソフトウエアによる新方式

は,従来ハードウェアよりも処理速度が速いだけでなく,プロセッ

サの性能に応じて処理速度を選択できる｡

イズまで対応できるなど非常に広いスケーラビリティを

備え,小規模ユーザーから大規模ユーザーまで幅広く対

応できるシステムとしている｡

一方,電子ファイリングシステムの市場垂加句では平成

3年度から平成4年度にはいったん下降したが,平成5

年度からは年率30%前後で出荷台数が伸びると予測され

ている｡特に2007ブ円以下の小型機やパーソナル機の成長

が著しい｡これは一般オフィスへ電子ファイリングシス

テムが定着してきたためと考えられる｡このような状況

の中で,今回述べた小型電子ファイリングシステムはそ

の拡張性の高さから小型機としてだけでなく,ユーザー

の業務拡大に応じて幅広く対応できる新世代の電子ファ

イリングシステムとして期待できる｡
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